
（様式１－１） 
 

 

① 申請者 

 

名古屋市 ② タイプ 
 地域型 / シリアル型 

 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

③ タイトル 

（ふりがな） えどじだいのじょうちょにふれるしぼりのさんち ～あいぞめがかぜにゆれるまち ありまつ～ 

江戸時代の情緒に触れる絞りの産地 ～藍染が風にゆれる町 有松～ 

④ ストーリーの概要（２００字程度） 
 

どこまでも広がる藍色の空の下、藍で染められた絞り暖簾が風にゆれる古い商家の落ち着いた

佇まい。絞りの町「有松」には、江戸時代の浮世絵さながらの景観が今も静かに広がっています。  

「ほしいもの 有松染めよ 人の身の あぶら絞りし 金にかえても」 

この歌を詠んだ『東海道中膝栗毛』の主人公の弥次さんは、絞りの素晴らしさに魅せられて手

拭いを買いました。旅のお土産として、世界に知られている有松の絞りはいかがですか。 

四百年の歴史を持つ有松の江戸文化は、今も多くの人々を魅了しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

絞り浴衣本藍染鎧段 

有松の町並みと絞り暖簾 

からくり人形を載せた山車 
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市町村の位置図（地図等） 

 

 

 

 

※国土地理院地図データをもとに作成（以下頁の地図全て同じ） 

有松地区 

構成文化財の位置図へ 

２ 



 （様式１－２） 

 

 

構成文化財の位置図（地図等） 

有松地区構成文化財の位置図 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

1 名古屋市有松伝統的 

建造物群保存地区 

名鉄有松駅 

42 藍染川（手越川） 

39 東海道 

40 長坂道 

38 有松一里塚 31 有松天満社 

36 秋葉五社① 

34 弘法堂 

36 秋葉五社② 

32 虹橋 

（地域全体） 

33 有松天満社文嶺講 

12 13 14 有松祭りの山車行事  

 （有松天満社秋季大祭） 

43 有松・鳴海絞の製造技術及び製品  

35 中町地蔵堂

36 秋葉五社③ 

36 秋葉五社⑤ 

41 有松天満社切通し 

と常夜燈 

36 秋葉五社④ 

37 東海道・有松の歌碑(七つ) 拡大図 
別紙Ｂへ 

詳しくは 
別図Ａ１、２参照 

３ 
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構成文化財の位置図（地図等）別図Ａ１ 

 

 

 

43 有松・鳴海絞の製造技術及び製品（有松地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近喜 

絞りのやまがみ 

工房ゆはたや 

早恒染色 

蔵工房 

有松工芸 
21 有松・鳴海絞会館 

  と絞りの資料 

有松アトリエ 

張正 

久野染工場 

スズサン 

山上商店 

張文 

久田本店 

5 竹田嘉兵衛商店 

10 中濱商店 

2 井桁屋 

くくる 

松文 

成田商店 

安藤来助商店 

有松観光案内所 

ひさだ 

まり木綿 

有松絞商事 

山盛 

十八番 

 

橋爪 

スズサン 

安田商店 
絞りＬＡＢ(愛知県絞工業組合) 

絞里堂 

協栄絞 

名古屋流通商事 

４ 
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構成文化財の位置図（地図等）別図Ａ２ 

 

 

 

43 有松・鳴海絞の製造技術及び製品（鳴海地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早鍵 

早鍵 

堀田商店 

北条染工 

近清商店 

浅井絞商事 

藤沢染工場 

桜井商店 
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構成文化財の位置図（地図等） 拡大図別紙Ｂ（伝建地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 服部幸平家住宅倉 

4 服部良也家住宅 

2 服部家住宅（井桁屋） 

9 都市景観保存樹 

クロガネモチ 

28 各地の博覧会の受賞表彰状 

29 頼山陽自筆の漢詩の扇 

30 服部家の嫁入り駕籠 

5 竹田家住宅 

（竹田嘉兵衛商店） 

6 竹田家茶室 栽松庵 

27 勝海舟の掛軸 

 

 

7 小塚家住宅 

8 岡家住宅 

12 神功皇后車 

（西町山車庫） 

13 唐子車 

（中町山車庫）  

14 布袋車 

 （東町山車庫） 

15 有松山車会館 

10 中濱家住宅 

（中濱商店） 

11 棚橋家住宅 

16 山田家住宅 

（旧山田薬局） 

22 祇園寺、仏足石、光明皇后恭仏跡歌碑、 

  三十三観音、十六羅漢像 

18 旧竹田庄九郎家住宅 

17 近藤家住宅 

19 神谷家住宅 

（神半） 

20 服部家住宅 

（いげ十） 

21 有松・鳴海絞会館 

  と絞りの資料 

28 各地の博覧会の受

賞表彰状 

 24 延命地蔵尊 

25 竹田庄九郎碑 

  鈴木金蔵碑  

23 西町 

年行司 

26 有松小学校飾り門 

５ 
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ストーリー 

◆絞りの町「有松」へようこそ 

  名鉄名古屋駅から名鉄名古屋本線の電車に揺られて２０分。有松駅の

改札口を出ると、大きな案内看板が目に飛び込んで来ます。看板の矢印

に従って歩くとすぐに無電柱化された東海道沿いの古い町並みに出会い

ます。それが絞りの町「有松」です。どこまでも広がる藍色の空の下、

藍で染められた絞り暖簾が風にゆれる古き商家の落ち着いた佇まい。江

戸時代さながらの景観が今も静かに広がっています。 
 

◆弥次さん喜多さんも楽しんだ有松での買い物 

  今から二百年ほど前に十返舎一九が書いた『東海道中膝栗毛』をご存じ

でしょうか。この本の主人公の弥次さん喜多さんは、お伊勢参りの徒歩旅

行の途中に東海道を東から有松の町に入りましたが、電車で訪れる現代の

観光客は有松駅から南へ歩いて入ります。有松で、弥次さんはお土産とし

て東海道名物の絞りの手拭いを購入しました。二百年後の今も同じように

お土産を買う事が出来ます。 

「絞り」は古代から伝わる染めの技法。布を縛って皺を寄せ、生地の幅を

縮め固定した後に染色を行い、縛り糸を抜き取って完成です。いかに白地

を残すかが大事だと言われています。工程は大きく分けて図案選定、型紙

取り、下絵刷り、絞り加工（括り）、染色、糸抜き、仕上げの７つからな

り、それぞれ分業で営まれ、有松周辺の多くの人が携わっていました。 

『有松・鳴海絞』が国の伝統的工芸品に指定されている有松・鳴海地域

は、世界一絞り技法の多い絞り染めの産地として知られており、江戸時代

には尾張藩の庇護のもと、将軍献上の高級品として珍重され、地域の繁栄

を支えてきました。その後、明治維新により絞産業は一時衰退しました

が、様々な努力により復興し、明治時代から大正時代にかけて最盛期を迎

えました。絞商の援助により鉄道の延伸と有松駅の設置、学校の開設が実

現し、この地域は大いに発展しました。現在の有松は名古屋の重要な歴史

観光資源となっています。 

  東海道から有松の町をぐるりと見回せば、伝統的なものから近代的なも

のまで様々な「絞り」に出会うことでしょう。着物、浴衣はもちろん、洋

装品、アクセサリー、装飾品などの開発にも有松・鳴海地域は力を注いで

おり、様々なお店で販売されています。丸めると手のひらにすっぽり収ま

る絞りの洋服も評判です。ぜひ、その眼でお確かめ下さい。 
 

◆有松・鳴海地域でしか出来ない絞り体験に挑戦しよう 

  東海道を東に進んで行くと、有松・鳴海絞会館が右手に見えて来ます。

ここは有松・鳴海絞の資料展示と販売も行っており、絞りについて詳しく

学べます。伝統工芸士による絞りの実演も見学出来ます。有松・鳴海地域

の各所にある絞り工房では、ハンカチやスカーフなどの絞り体験も気軽に

体験出来ます。弥次さん喜多さんが経験することが出来なかった絞り体験

です。ぜひとも挑戦し「世界に一つだけの絞り」を素敵なお土産にして下

さい。 
 

◆有松の町並みを散策してみよう 

  絞り体験を満喫した後は、東海道約８００ｍに沿って建ち並ぶ有松の町並み散策はいかがでしょ

う。この古い町並みは国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている価値の高いものです。町

有松の町並み 

絞りの糸抜き工程 

伝統工芸士の実演 

有松・鳴海絞の商品 
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並みに溶け込むように置かれた歌碑等とともに、その佇まいは見る者を魅了することでしょう。 

何よりも素晴らしいのは、江戸時代の浮世絵にも描かれ、弥次さん喜多さんも眺めたその町並み

が、そっくりそのまま残されていることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側が歌川広重作『東海道五拾三次之内 鳴海 名物有松絞』、右側が現在の有松の町並みです。 

とても雰囲気が似ていると思いませんか。この町並みは天明４（１７８４）年のほぼ全戸焼失し

た有松の大火からの復興によって形作られたものです。この時期に防火を考慮した総瓦葺・塗籠造

の商家が建ち並ぶようになりました。有松の絞商を営む商家は他の地区と比べ間口が広く、太陽の

日差しから藍染めの商品を守るために軒が低くなっているのが大きな特徴と言えます。大規模な建

物には明かり取りの天窓もあります。実際に見て確認して下さい。 
 

◆有松の伝統文化を満喫してみよう 

今の有松には、弥次さん喜多さんの時代にはなかった魅力がたくさん

あります。町中に精緻な技法の絞りが乱舞する６月の絞りまつり。笛や

太鼓の音に乗って、山車３輌のからくり人形が躍る有松天満社の秋季大

祭。ともに多くの観光客がやってくる人気の催しです。秋季大祭の夜祭

りでは山車の提灯に灯がともり、とても幻想的です。 

３輌の山車は、いずれも名古屋周辺の山車の特徴であるからくり人形

を載せた山車で、絞産業で潤った町の繁栄の象徴として祭礼に登場する

ようになったものです。そのうちの１輌は有松山車会館に展示されてい

ます。有松の隆盛が偲ばれる素晴らしい山車です。ぜひご覧下さい。 

町並み散策に疲れたら、商家を改装したカフェやレストランでゆった

り時間を過ごす事も出来ます。宿泊をご希望でしたら商家改装のゲスト

ハウスもあります。小さな驚きと新鮮な感動に出会う、そんな町が有松

です。訪れた人々をおもてなしの心で歓迎してくれます。心ゆくまで有

松を満喫して下さい。 
 

◆現代に息づく有松・鳴海地域の絞り文化 

  有松・鳴海地域が四百年間、不断の努力で技術開発を続けたことで、世

界中で愛される「絞り」となりました。絞りは今では百種類を超える技法

の素晴らしさで「Shibori＝Shaped resist dyeing（立体的に防染された

染物）」と定義され世界共通語となりました。世界２０ヵ国の関係者を集

めた国際絞り会議の開催、ワールド絞りネットワークの設立など、有松・

鳴海絞の魅力を全世界に発信しています。また、有松は歴史的な町並みの

保全に努力し、絞り産業、古い町並み、山車祭りといった歴史文化を活か

し、繰り返し訪れてみたくなる魅力あるまちづくりに取り組んでいます。 

弥次さん喜多さんが今の有松の様々な取り組みを見たら、きっと驚くこ

とでしょう。 

国際絞り会議の展示作

品 

夜の山車まつり 

絞りまつり 
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ストーリーの構成文化財予定一覧表 

 
 

状況 
(※１) 

番号 
文化財の名称 

（※２） 

指定等の状況 
（※３） 

 
ストーリーの中の位置づけ（※４） 

 

文化財の
所在地
（※５） 

既 １ 
名古屋市
な ご や し

有松
ありまつ

伝統的
でんとうてき

 
 

建造物群
けんぞうぶつぐん

保存
ほ ぞ ん

地区
ち く

 
国重伝建 

全国で唯一『染織町』として国の
重伝建に選定された有松の町並
み。 
ゆるやかに曲がる東海道に沿った
有松の町は絞りとともに発展して
きました。ストーリーで語られた
ように江戸時代の浮世絵さながら
の風景を今も維持しており、絞商
特有の広い間口を持つ主屋建物が
数多く残されています。 
ストーリーのイメージを実体験す
るための重要な構成要素であり、
下記の各文化財をエリアの中に含
んでいます。 

 

既 ２ 
服部家
はっとりけ

住宅
じゅうたく

 
 

（井桁屋
い げ た や

） 

県有形 
（建造物） 

服部孫兵衛家（井桁屋）は寛政２年
（1790）に創業した絞商。敷地間口
は有松で最大。有力な絞商の屋敷
構えを今もよく残しています。ス
トーリーで語られる天窓もありま
す。 
主屋は文久元年（1861）建造。 

 

既 ３ 服部
はっとり

幸
こう

平家
へ い け

住宅倉
じゅうたくくら

 
県有形 

（建造物） 

服部幸平家は、服部孫兵衛家（井桁
屋）の分家にあたり、服部孫兵衛家
の東隣を占めます。 倉は、服部孫
兵衛家の屋敷の一部を構成してい
たものですが、分家に際し、元の位
置のまま、服部幸平家に譲られた
ものです。 

 

既 ４ 服部良也家
は っ と り よ し や け

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

明治期に創業した絞商の屋敷の大
部分が当時のまま残っています。
主屋は明治 28 年（1895）建造。 

 

既 ５ 
竹
たけ

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 
 

（竹田
た け だ

嘉
か

兵衛
へ え

商店
しょうてん

） 

市有形 
（建造物） 

竹田家は絞開祖竹田庄九郎家の一
族で、寛保年間（1741～1744）に絞
業を営んでいた竹田嘉七郎に始ま
ると伝えられています。第１４代
将軍徳川家茂も訪れたとされる竹
田庄九郎旧宅や茶室、明治から大
正にかけて整備された建物が現存
しています。 
主屋は江戸末期建造。 

 

既 ６ 
竹
たけ

田家
だ け

茶室
ちゃしつ

 
 

栽
さい

松
しょう

庵
あん

 

市有形 
（建造物） 

幕末の動乱期に東海道を西上した
第１４代将軍徳川家茂も訪れたと
いう竹田庄九郎旧宅の茶室です。 
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既 ７ 小塚家
こ づ か け

住宅
じゅうたく

 
市有形 

（建造物） 

小塚家が有松に居を構えたのは、
寛文年間（1661～1673）と言われて
います。卯建をあげる主屋が特徴
的で、絞商の屋敷構えが一式で残
っています。 
主屋は文久２年（1862）建造。 

 

既 ８ 岡家
お か け

住宅
じゅうたく

 
市有形 

（建造物） 

主屋の間口は、有松の伝統的建造
物の中では最大。江戸末期の絞商
の特徴を今も残しています。江戸
末期頃建造と推定されています。
ストーリーで語られる天窓もあり
ます。 

 

既 ９ 
都市
と し

景観
けいかん

保存樹
ほぞんじゅ

 
 

クロガネモチ 

未指定 
（天然記念物） 

 
※市都市景観 

保存樹 

上記２の服部家住宅に立派なクロ
ガネモチがそびえています。有松
地区最古の樹木で名古屋市都市景
観保存樹に指定されています。東
海道開通の頃から有松の歴史を見
守ってきた大木です。ストーリー
で語られた全村焼失の天明の大火
にも耐えました。現在の建物が建
てられる前からあり、この木を残
すように家が建てられています。 

 

既 １０ 
中濱家
なかはまけ

住宅
じゅうたく

 
 

（中濱
なかはま

商店
しょうてん

） 
国登録有形 

当初は、絞商の山田与吉郎家の建
物でしたが、平成 16 年（2004）か
らは中濱家（中濱商店）の建物とし
て使われています。主屋は明治中
期頃建造。 

 

既 １１ 棚橋家
たなはしけ

住宅
じゅうたく

 国登録有形 

有松を代表する絞商（大井桁屋）の
建物として建てられ、昭和８年
（1933）からは棚橋医院として約
５０年間使われていました。スト
ーリーで語られる天窓もありま
す。 
主屋は明治８年（1875）建造。 
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既 １２ 

 

神
じん

功
ぐう

皇后車
こうごうしゃ

 
 

（西町山
にしまちだ

車庫
し こ

） 

市無形民俗 

有松の３輌の山車は昭和 48年 2月
1 日に市の有形民俗文化財に指定
されましたが、その後、平成 26 年
3 月 31 日に山車行事を含んだ無形
民俗文化財に切り替えられまし
た。絞産業の繁栄の中で豪華にな
っていった有松の祭礼を象徴する
山車です。 
山車行事である有松天満社秋季大
祭は江戸時代から続くまつりで、
かつては絞産業の閑散期である旧
暦８月 14、15 日に行われていまし
た。戦時中は山車の曳行が取りや
められ、その後も隔年で曳行され
たりしていましたが、平成になっ
てからは、毎年 10 月の第１日曜日
に曳行されています。 
まつりでは、西町の神功皇后車、中
町の唐子車、東町の布袋車の３輌
の山車からくりが披露されます。
文字書きのからくり人形が同一地
区の二つの山車に乗せられている
のは有松だけの特徴で、そのうち
の一つは名古屋最古のものです。
また、残る一つの山車の鮎釣り人
形も舌を伸ばすなど個性的な動き
をします。いずれのからくりも、古
い歴史を持ち何度も修理されなが
ら、保存されています。 
このまつりには各町内の山車の囃
子方、楫方がそれぞれ有松絞りの
半纏をまとい参加します。趣向を
凝らしたそれぞれの祭装束も楽し
みのひとつです。 
絞産業の隆盛により花開いたまつ
り文化はストーリーを構成する重
要な要素です。 

 既 １３ 
唐子車
からこしゃ

 
 

（中町山
なかまちだ

車庫
し こ

） 

既 １４ 
布袋車
ほていしゃ

 
 

（東町山
ひがしまちだ

車庫
し こ

） 

既 １５ 有松
ありまつ

山車
だ し

会館
かいかん

 
未指定 

（無形民俗） 

名古屋市の文化財である有松祭り
の山車３輌を毎年入替で展示し、
曳行の様子をビデオ（英語対応）で
紹介するなど、ストーリーで語ら
れているまつり文化を紹介してい
ます。 

 

既 １６ 
山
やま

田家
だ け

住宅
じゅうたく

 
 

（旧山田
きゅうやまだ

薬局
やっきょく

） 

未指定 
（建造物） 

寛政３年(1791)の棟札が残る山田
家住宅（旧山田薬局）を改装して、
観光案内所として活用中。 
ストーリーの舞台となる有松を散
策される際には、ぜひご活用下さ
い。 

 

有
松

あ
り
ま
つ

祭ま
つ

り
の
山
車

だ

し

行
事

ぎ
ょ
う
じ

（
有
松

あ
り
ま
つ

天
満
社

て
ん
ま
ん
し
ゃ

秋
季

し
ゅ
う
き

大
祭

た
い
さ
い

） 



（様式６－１） 
 

既 １７ 近藤家
こんどうけ

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

昭和初期の建造である近藤家住宅
を改装して、ゲストハウスとして
活用中。宿泊者に占める外国人の
比率は６割です。 
ストーリーの舞台となる有松を散
策される際には、下記の飲食店と
もども、ぜひご活用下さい。 

 

既 １８ 旧竹田庄九郎家
きゅうたけだしょうくろうけ

住宅
じゅうたく

 
未指定 

（建造物） 

弘化３年(1846)の床板が残る旧竹
田庄九郎家を改装して、カフェと
して活用中。 

 

既 １９ 神谷家
か み や け

住宅
じゅうたく

（神半
かみはん

） 
未指定 

（建造物） 

昭和初期の建造である神谷家住宅
と土蔵を飲食店「やまと」「ダーシ
ェンカ蔵」として活用中。 

 

既 ２０ 服部家
はっとりけ

住宅
じゅうたく

（いげ十
じゅう

） 
未指定 

（建造物） 

明治初期の建造である服部家住宅
（いげ十）を飲食店として活用中。 
寿限無茶屋の敷地内には蔵も残っ
ています。蔵の大きさとしては有
松に残る最大のものと言われてい
ます。 

 

既 ２１ 
有松
ありまつ

・鳴海絞
なるみしぼり

会館
かいかん

 
 

と絞
しぼ

りの資料
しりょう

 

未指定 
（工芸技術） 

 
※国指定伝統
的工芸品 

ストーリーで語られる有松の伝統
産業である「絞り」を紹介するため
に、有松の町並みの中に昭和 59 年
（1984）に竣工。貴重な絞りの資料
展示や絞りの歴史・文化をビデオ
（英語対応）で紹介し、絞り技術者
による絞り実演も行っています。
12 月～３月の毎週水曜日は休館。 

 

既 ２２ 

祇園寺
ぎ お ん じ

、仏足
ぶっそく

石
せき

、 
 

光明
こうみょう

皇后
こうごう

恭仏
きょうぶつ

跡
せき

歌碑
か ひ

、 
 

三 十 三
さんじゅうさん

観音
かんのん

、 十 六
じゅうろく

羅漢像
らかんぞう

 

未指定 
（建造物・彫
刻・史跡） 

祇園寺は有松の西端に位置してお
り、ストーリーで語られた有松の
歴史を見守り続けてきたお寺で
す。有松の人々の菩提寺です。 
宗派は曹洞宗。宝暦５年（1755）に、
鳴海の円道寺より移設建立されま
した。尾張名所図会に描かれた状
況を、今日もよく維持しており、仏
足石、光明皇后恭仏跡歌碑、三十三
観音、創建当時からの十六羅漢像
などが現存しています。 

 



（様式６－１） 
 

既 ２３ 西町
にしまち

年
ねん

行司
ぎょうじ

 
未指定 

（建造物） 

明治以降の建造で、ストーリーで
語られる有松天満社の秋季大祭の
際に西町の山車で使用されるから
くり人形の組み立てが行われま
す。祇園寺の境内地と一体となっ
て東海道沿いの景観に寄与してい
ます。 

 

既 ２４ 延命
えんめい

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

 
未指定 
（彫刻） 

有松郵便局の東に小さなお堂があ
り、石造りのお地蔵様がまつられ
ています。江戸時代より有松の
人々に守られてきたお地蔵様で
す。以前は別の場所にありました
が、平成 10 年（1998）に現在地に
移されました。 

 

既 ２５ 
竹田庄九郎
たけだしょうくろう

碑
ひ

 
 

鈴木
す ず き

金蔵
きんぞう

碑
ひ

 

未指定 
（史跡） 

 
※国重伝建 
（工作物） 

有松・鳴海絞会館の奥に有松絞り
開祖竹田庄九郎碑と中興の祖鈴木
金蔵碑が建碑されています。 
二人とも、ストーリーで語られる
絞りの技術開発の上で欠かす事が
出来ない重要人物で、その石碑の
前で毎年慰霊祭が行われていま
す。 

 

既 ２６ 有松
ありまつ

小学校
しょうがっこう

飾
かざ

り門
もん

 
未指定 

（建造物） 

昭和２年（1927）に建てられた旧木
造校舎（有松尋常高等小学校）に設
けられた門で、グラウンドのすみ
に保存されています。 
有松尋常高等小学校の高等科は明
治 27 年（1894）に設置されました
が、その設置運営には当時の有松
の絞組合から多額の寄付が行われ
ました。ストーリーで語られる絞
産業の繁栄ぶりが偲ばれる飾り門
です。 

 

既 ２７ 勝海舟
かつかいしゅう

の掛軸
かけじく

 
未指定 
（書跡） 

竹田家主屋の茶室の床の間に、勝
海舟の条幅の掛軸が掛けられてい
ます。竹田家には、山岡鉄舟の掛軸
もあります。ストーリーで語られ
た有松の繁栄を背景に、竹田嘉兵
衛（５代）と勝海舟たちとは何らか
の接点があったと考えられます。 

 



（様式６－１） 
 

既 ２８ 
各地
か く ち

の博覧会
はくらんかい

の 
 

受 賞 表 彰 状
じゅしょうひょうしょうじょう

 

未指定 
（歴史資料） 

明治時代、日本の工芸・美術品は欧
米で大変人気がありました。有松
の絞商は、積極的に国外への販路
拡大を行い、各地の博覧会にも有
松絞りを出品しました。 
下記の各博覧会で受賞を果たし、
服部家住宅や絞会館には、受賞の
表彰状が飾ってあります。 
・1900 年パリ万国博覧会銅賞 
・1910 年ロンドン日英博覧会銀賞 
・1915 年パナマ太平洋国際博覧会金賞 

ストーリーで語られる絞産業の繁
栄ぶりが偲ばれる受賞表彰状で
す。 

 

既 ２９ 
頼
らい

山陽
さんよう

自筆
じ ひ つ

の 
 

漢詩
か ん し

の扇
おうぎ

 

未指定 
（書跡） 

江戸時代後期の儒者・詩人の頼山
陽が知人であった井桁屋に宿泊し
た際に残した頼山陽自筆の扇が服
部家住宅に保存されています。 
有松の当時の繁栄の様子が漢詩で
表現されています。 
この扇を模した石碑が有松・鳴海
絞会館の入口に設置してありま
す。この石碑は下記３７の東海道・
有松の歌碑の一つでもあります。 

 

既 ３０ 
服部家
はっとりけ

の 
 

嫁入
よ め い

り駕籠
か ご

 

未指定 
（工芸） 

服部孫兵衛家（井桁屋）三代・四代
の結婚式の際に、花嫁が実家から
嫁いで来た時の嫁入り駕籠がお店
に入った正面の天井に飾ってあり
ます。 
約１８０年～２００年前のもの
で、有松の人々の生活を現代に伝
える貴重な工芸品です。 

 

既 ３１ 有松
ありまつ

天満社
てんまんしゃ

 
未指定 

（建造物） 

有松天満社は有松の氏神さま。 
上記１２～１４の山車行事が奉納
されている神社でもあります。 
菅原道真公を主祭神として七神が
祀られています。もともとは祇園
寺境内にあり、寛政時代(1789～
1800)の初めに現在の場所に移さ
れました。その後文政 7 年（1824）
に改築されましたが、これも有松
の人々から莫大な資材・基金の寄
付を受け、八棟造りの豪華な社で
す。 

 

既 ３２ 虹
にじ

橋
ばし

 
未指定 

（建造物） 

有松天満社の境内に参道と並行に
設置されている小径に掛かる石橋 
もともとは神社参道の切通しにか
かっていた橋で、尾張名所図会に
も描かれている江戸時代の貴重な
遺構です。 

 



（様式６－１） 
 

既 ３３ 有松
ありまつ

天満社
てんまんしゃ

文
ぶん

嶺講
れいこう

 
未指定 

（無形民俗） 

文嶺講は戦前から存在していまし
たが、昭和 21 年（1946）旧有松天
満社氏子組織が文嶺講として公的
に成立しました。昭和 39 年（1964）
宗教法人となるとともに、上記１
２～１４の有松の山車まつりや山
車の管理も各町内から文嶺講に移
管され、現在に引き継がれていま
す。 

 

既 ３４ 弘法堂
こうぼうどう

 
未指定 

（建造物） 

長坂道沿いにある弘法大師をまつ
るお堂。 
ストーリーで語られる有松の江戸
情緒を現代に伝える貴重なお堂で
す。 

 

既 ３５ 中町
なかまち

地蔵堂
じぞうどう

 
未指定 

（建造物） 

天王坂といわれる道沿いにあった
ものを道路拡張の時に現在地に移
転したもので、汗かき地蔵さんと
呼ばれています。 
ストーリーで語られる有松の江戸
情緒を現代に伝える貴重なお堂で
す。 

 

既 ３６ 秋葉
あ き ば

五社
ご し ゃ

 
未指定 

（建造物） 

ストーリーで語られた天明４年
(1784)の有松大火に見舞われた有
松には、篤い火伏せの信仰が根付
いており、現在でも町内に秋葉社
が５社祀られています。 

 

既 ３７ 東海道
とうかいどう

・有松
ありまつ

の歌碑
か ひ

 
未指定 
（史跡） 

ストーリーで語られたように『東
海道中膝栗毛』や浮世絵の題材に
なった有松ですが、その他にも東
海道・有松をテーマとした様々な
歌が詠まれています。 
それを語り継ぐため、東海道沿い
に有松にちなんだ歌碑が七つ設置
されています。 

 

既 ３８ 有松
ありまつ

一里塚
いちりづか

 
未指定 
（史跡） 

ストーリーの舞台である有松とは
切っても切れない関係である東海
道。その東海道の一里塚が大正時
代までは残されていました。今の
塚は、地元の強い要望により、平成
24 年（2012）に再現されたもので
す。 

 



（様式６－１） 
 

既 ３９ 東海道
とうかいどう

 
未指定 
（史跡） 

東海道は、有松の歴史の原点です。
平成 25 年（2013）、無電柱化が行
われ、かつての風情を取り戻しま
した。 
ストーリーに語られたように、東
海道と有松の町並みは様々な浮世
絵に描かれてきました。また、幕末
の英国外交官のアーネスト・サト
ゥは東海道を旅しましたが、その
日記の中で有松の印象を、日本で
見た中でもっとも清潔で豊かな感
じのする町だと書いています。 

 

既 ４０ 長坂道
ながさかみち

 
未指定 
（史跡） 

祇園寺門前から国道１号線に通じ
る小路で、東海道よりも歴史の古
い道です。 
かつては、東海道に面した絞商の
屋敷の裏道でもあり、道脇には紺
屋などが点在していました。 

 

既 ４１ 
有松
ありまつ

天満社
てんましゃ

切通
きりどお

し 
 

と常夜
じょうや

燈
とう

 

未指定 
（史跡・建造

物） 

祇園寺東から北へ入り、上記３１
の有松天満社の鳥居まで約１５０
ｍの参道です。切通し入り口には
天保 13 年（1842）建立の常夜燈一
対が今も立っています。 
途中にかかっていた石橋が上記３
２の虹橋で、今も有松天満社の境
内に残されています。 

 

既 ４２ 藍
あい

染川
ぞめがわ

（手
て

越川
ごしがわ

） 
未指定 
（名勝） 

この川は、かつては郡境となって
いました。上流の染工場から流れ
る染料の藍で染まり、「藍染川」と
親しまれた手越川。有松の江戸情
緒を象徴する風景でした。 
現在では上下水道の設備が整い、
昔のような藍色の水が流れる情景
は無くなりました。 

 

既 ４３ 
有松
ありまつ

・鳴海
な る み

絞
しぼり

の 
 

製造
せいぞう

技術
ぎじゅつ

及
およ

び製品
せいひん

 

県登録 
（工芸技術） 

 
※国指定伝統
的工芸品 

昭和 50 年(1975)通産省（当時）伝
統的工芸品指定である有松・鳴海
絞。 
「縫う」「くくる」「たたむ」こと
により形作られる布地の立体的な
凹凸が有松・鳴海絞の神髄。絞りは
皺（しわ）の芸術であり、美学でも
あります。 
ストーリーで語られたように、有
松・鳴海地域では今も各種絞り製
品が作られ、至るところで小売り
が行われています。 
絞り工房においては、実際に絞り
を体験することも出来ます。 

 

 

 



（様式６－１） 
 

（※１）「既」：一覧表に掲載済みのもの 

    「新」：新たに掲載を予定しているもの 

    「予」：今後、掲載を検討しているもの 

（※２）文化財の名称には適宜振り仮名を付けること。 

（※３）指定・未指定の別、文化財の分類を記載すること（例：国史跡、国重文（工芸品）、県史跡、 

県有形、市無形等）。なお、未指定であっても文化財保護の体系に基づいた分類を記載するこ

と。 

（※４）各構成文化財について、ストーリーとの関連を簡潔に記載すること（単に文化財の説明にならな

いように注意すること）。 

（※５）ストーリーのタイプがシリアル型の場合のみ、市町村名を記載すること（複数の都道府県にまた

がる場合は都道府県名もあわせて記載すること）。 

 



（様式３－２） 

 

構成文化財予定の写真一覧 

１ 名古屋市有松伝統的建造物群保存地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 服部家住宅（井桁屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 竹田家住宅（竹田嘉兵衛商店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 服部幸平家住宅倉 ４ 服部良也家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 竹田家茶室 栽松庵 

 

 

 

 

 

 

１７ 



（様式３－２） 

 

７ 小塚家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 都市景観保存樹クロガネモチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 棚橋家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ 岡家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 中濱家住宅（中濱商店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 神功皇后車（西町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 



（様式３－２） 

 

１３ 唐子車（中町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ １３ １４ 有松祭りの山車行事 

（有松天満社秋季大祭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 山田家住宅（旧山田薬局） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

１４ 布袋車（東町山車庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 有松山車会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 近藤家住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 



（様式３－２） 

 

１８ 旧竹田庄九郎家住宅 

 

 

２０ 服部家住宅（いげ十） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 祇園寺、仏足石、光明皇后恭仏歌碑、 

   三十三観音、十六羅漢像 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 延命地蔵尊 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 神谷家住宅（神半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１ 有松・鳴海絞会館と絞りの資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 西町年行司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 竹田庄九郎碑 鈴木金蔵碑 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 



（様式３－２） 

 

２６ 有松小学校飾り門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 各地の博覧会の受賞表彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 服部家の嫁入り駕籠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３２ 虹橋 

 

 

 

 

 

 

２７ 勝海舟の掛軸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ 頼山陽自筆の漢詩の扇 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１ 有松天満社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３ 有松天満社文嶺講 

 

 

 

 

 

 

２１ 



（様式３－２） 

 

３４ 弘法堂 

 

 

 

 

 

 

３０ 服部家の嫁入り駕籠 

 

 

３６ 秋葉五社 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３８ 有松一里塚 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３５ 中町地蔵堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３７ 東海道・有松の歌碑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３９ 東海道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 



（様式３－２） 

 

４０ 長坂道 

 

 

 

 

 

 

 

 

４２ 藍染川（手越川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３有松・鳴海絞の製造技術及び製品② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１ 有松天満社切通しと常夜燈 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３有松・鳴海絞の製造技術及び製品① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 
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日本遺産を通じた地域活性化計画

（２）地域活性化のための取組の概要

（１）将来像（ビジョン）

⑦修理修景等、有松の町並み保存事業を継続的に実施し、文化財としての魅力を向上する。
・伝統的建造物群保存地区保存事業、町並み保存事業

③ストーリーの核である絞産業の後継者育成事業に積極的に取り組み、有松の絞産業の更なる発展を図る。
・絞りを学ぶ人の支援体制づくり  ・市民、子ども達への絞りをテーマにした地域学習

④「ゼミ」の話し合いでの合意に従い、日本遺産ガイダンス施設の新設又は既存施設の改修を進める。これ
らの整備によって観光客を増やし満足度を向上させる。
・日本遺産認定、絞り文化、重伝建の町並み、山車の魅力等を体感できるガイダンス施設の整備
・有松に関するさまざまな資料を収集・展示する資料館を整備
・既存施設の改修、周辺環境整備（景観向上、駐車場、トイレ等）

⑤「ゼミ」の話し合いでの合意に従い、案内板等の設置を進め、観光客の利便性を向上させる。
・有松の景観に配慮した案内板の設置

⑥従来から実施中の有松活性化事業をさらに発展させる。
・商店会歳末セール
・有松天満社の元旦祭、左義長、春季大祭、秋季大祭（山車まつり）の開催
・絞りまつり、晩秋の有松を楽しむ会、国際絞り会議、ワールド絞りネットワーク、有松ゼミナール等実施
・有松・鳴海絞会館、有松山車会館、観光案内所の運営
・ガイドボランティア「有松あないびとの会」による町並み案内
・有松地区の観光魅力向上事業

◎地域の未来の姿
　有松は、江戸時代から続く「絞り産業」「東海道沿いの古い町並み」「山車とからくり」の三つの貴重な文
化資源を活用し、今まで精力的にまちづくりを行ってきた。
　昭和４８年の有松まちづくりの会の発足に始まり、昭和５３年の第１回全国町並みゼミを当時の愛知県足助
町と共同開催するなど、有松は行政に頼らない住民主体のまちづくり活動を全国に先駆けて進めてきた。近
年、東海道の無電柱化事業、重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）選定を達成し、有松地区のハード面での
まちづくりについては一定の方向性を定める事が出来た。
　２１世紀の現在、外国人観光客の増大、リニア中央新幹線の建設進行など、名古屋及び有松を取り巻く環境
は大きく変わろうとしている。この大きな潮流の中、有松は日本遺産認定を契機として、三つの貴重な資源を
さらに活用し、ソフト面においても、おもてなしの心を持って未来へのまちづくりを推進する。
　日本遺産を通じた地域活性化計画に基づき、有松は次のような考え方のもと、住む人が誇りを持てるまちづ
くりを目指す。

①　有松のオンリーワンである「絞り産業」を国際交流、後継者育成、観光ＰＲの推進等を通してより活性化
することで、世界を代表する絞りの産地である有松の魅力を高め、「藍で染め上げられた絞りの町」として独
特の雰囲気を持つ有松の更なるイメージアップを図る。
②　かつて「東海道中で一番美しいまち」と言われ、江戸時代から続く古い町並みが特徴の有松。その魅力を
観光客に伝えるため、建物の修理修景等の町並み保存事業を進める。同時に空き家の活用を図り、観光客を誘
引する仕掛けを工夫することで、地元住民も観光客も楽しく交流できるまちづくりを進める。
③　有松の氏神さまである有松天満社の山車祭りを始めとする伝統文化を守り、地域の交流を深め、住民の社
会参加を促し、世代を超えた人材づくりを進め地域の活性化に資する。

◎地域の長期的構想への取組の考え方
　名古屋市は「名古屋魅力向上・発信戦略」に基づき、名古屋城を核とした２つの魅力軸の１つである「歴
史・文化魅力軸」に有松を位置付けている。平成２８年７月に国から重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）
に選定された東海道沿いの有松地区を活用した魅力の向上と情報発信を行っている。また、有松地区は「名古
屋市歴史文化基本構想」「名古屋市歴史的風致維持向上計画」「名古屋市歴史まちづくり戦略」においても、
歴史的資源として位置づけられており、歴史的建造物を積極的に保存・活用し、まちづくりに活かす方針を打
ち出している。三大都市唯一の重伝建地区であり、大都市名古屋の街中にいながらにして江戸時代の情緒を手
軽に味わう事が出来る有松地区は、名古屋の観光資源として、また文化財の集積地として、非常に重要な役割
を担っている。
　日本遺産認定を起爆剤として、知名度向上、外国人観光客の誘致、各種ガイダンス施設の整備、絞産業に携
わる後継者育成等を進め、有松の魅力をさらに向上させていく。

①有松の今後のまちづくりについて話し合う「ゼミ」を地元住民対象に継続開催し、今後の方向性を定め、
関係各機関との連携を図る。
・有松まちづくり長期ビジョンの検討策定  ・各種調査（住民意識、マーケティング）の実施
・有松に残された各種資料の収集整理公開
・有松の町は大学の卒論に取り上げられる事も多いので、大学等各種団体とのコラボを実施
・空き家活用等の研究  ・インバウンド、観光に関する研究

②「ゼミ」の話し合いでの合意に従い、国内外の観光客に向け、有松の魅力を情報発信する。有松の地元住
民にも、日本遺産認定を契機として、さらに誇りを持てるよう普及啓発を行う。
・日本遺産記念シンポジウムの開催
・日本遺産認定を周知するためのポスター、チラシ、冊子、ハッピ、提灯、グッズ等の作成
・日本遺産有松の紹介動画作成
・日本遺産有松のホームページ作成（多言語化、モバイル対応）
・日本遺産記念イベント（住民向け学習会、町並み見学会、ツアー等）

（様式４）



　（仮称）有松日本遺産推進協議会
・構成団体：

・実施体制：
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・協議会の名称：

　○有松まちづくりの会
（昭和４８年に、有松の町屋所有者を中心とした有志によって作られた町並み保存を目的とした住民団体）
　○名古屋市　（教育委員会文化財保護室、観光文化交流局観光推進室及び歴史まちづくり推進室　等）

　有松まちづくりの会内に作られた日本遺産事業実施のための実行委員会及び地元協力１１団体と協議しなが
ら実施事業を決定。事業推進に当たっては、各分野に精通した地元協力１１団体をワーキンググループと見な
し、これと連携し協力団体以外の地元住民の参加協力も得ながら、定期的に連絡会議を開き、円滑な運営に努
める。

（７）その他事業 別紙③のとおり

平成31年度： 23,000千円 平成32年度： 37,000千円

別紙②のとおり

別紙①のとおり定量的評価： （５）地域活性化計画における目標と期待される効果

（６）日本遺産魅力発信推進事業

 （４）実施体制

 （３）自立的・継続的な取組

期待される効果：

・　絞り、山車等の伝統文化、歴史的景観の未来への継承
・　国内外の観光客へのおもてなしの強化
・　地域主体のまちづくり活動の持続的発展
・　有松の知名度向上

平成33年度：

 有松には多くの民間団体があり、絞産業、まちづくり、観光、祭礼、ガイドボランティア等の各分野において
活発な活動を行っている。「有松・鳴海絞会館」の運営や「絞りまつり」の開催などの各種事業の実施ノウハ
ウも、民間団体に蓄積されている。そこが有松の強みである。
　今回の日本遺産申請も、地域からの強い要望に基づき、地域と行政が協力して推進している。
　そのため、今後、新たな組織を立ち上げるのではなく、現在ある地域の力を最大限活用する予定。地元民間
の各協力団体の活動強化を図り、今後の自立的・継続的な取組を進めていく。プロジェクトリーダー、ワーキ
ンググループ、グループリーダーについても、既に活動中の各団体の代表をそのまま当てる予定であり、実効
性の高い事業の実施体制の確立が可能である。
　１年目～３年目は、（仮称）有松日本遺産推進協議会への補助金を活用し、協力団体１１団体の相互連携を
強化し事業を推進。予算等の制約で実施出来なかった企画案の実現を、日本遺産認定を契機として目指す。ス
トーリーの要となる「絞り」については、協力団体の一つである愛知県絞工業組合の主導のもと、絞技術の後
継者育成を中核に据えて事業実施予定。３年間の取組みの中から、新しい地域の担い手の育成と世代交代を目
指す。
 ４年目以降も、各団体が３年間の補助事業で得た経験ノウハウをもとに自立し、様式４（別紙③）に記載され
ている事業を継続実施しつつ、新しい取り組みにも着手する。

28,000千円事業費：

（仮称）有松日本遺産推進協議会

連携

有松まちづくりの会日本遺産実行委員会（仮称）

委員長（プロジェクトリーダー） 竹田 嘉兵衛 最高顧問 須田 寛

日本遺産ストーリー作家 淡河 俊之 顧問 苅谷 勇雅

副委員長 藤枝 静次 顧問 服部 豊

事務局

※協力団体を含めた会議を定期的に開催し、事業を実施

協力

有松の地元民間の協力団体１１団体

（ワーキンググループに相当、各団体のトップをグループリーダーとする）

・有松絞商工協同組合 ・有松学区区政協力委員会 ・有松天満社文嶺講

・愛知県絞工業組合 ・有松法人会 ・有松消防団

・有松桶狭間観光振興協議会 ・有松商店会 ・ＮＰＯ法人コンソーシアム有松

・有松商工会 ・有松あないびとの会
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※目標Ⅰ～Ⅳを複数設定する場合は、設定目標～設定根拠までをコピーして欄を増やしてください。

具体的な指標： 有松・鳴海絞会館の入場者数

（５）地域活性化計画における目標と期待される効果

※黄色で着色したセルの内容は変更しないでください。

設定目標Ⅰ： 日本遺産を活用した集客・活性化

計画評価指標：

年度 204,000 人

設定根拠：

有松・鳴海絞会館入込客数（観光推進室集計）の近年の実績は㉕168,531人㉖177,381人㉗
177,335人㉘169,389人㉙176,495人と推移しており、今年度の入場者数は過去５年間平均から
173,826人と想定する。日本遺産認定後の各種ＰＲ事業、集客イベント事業の実施による知名度
向上により有松への来街者増大が見込まれており、連動して有松・鳴海絞会館の入場者も増加
するものと考えられる。そこで今後、各種事業を継続して行う事により、平成３１年度以降、
毎年対前年比で平均５千人の入場者数増加を見込み、平成３６年度には203,826人＝204,000人
の入場者数を目指す。

目標値：

年度 80.0 ％

設定目標Ⅱ：

29 年度 176,495 人 ⇒

年度 73.6 ％

平成 36

平成 36

愛知県絞工業組合の絞りの技法の養成講座の累計受講者数

設定根拠：

平成２８年３月に実施された「有松学区のふるさとづくり住民意向調査報告書」において、有
松町並み保存地区における、地域の誇りを「強く感じる」「やや感じる」の人の割合は、○歴
史的町並み　７３．９％　○伝統的絞り産業　６８．１％　○山車まつり　７８．９％となっ
ており、単純平均すると７３．６％となる。
もともとかなり高い数値であり、地域への誇りが高い地区ではあるが、日本遺産認定を契機と
して、様々な地域学習を住民向けに実施することで、住民にさらに地域文化への誇りを持って
もらう事を目指し、８割の目標値を設定した。

設定目標Ⅲ： 日本遺産に関する取組を行うための持続可能な体制の維持・確立

計画評価指標：

⇒

設定根拠：

日本遺産ストーリーの要となる伝統的工芸品の「絞り」も、他の伝統産業同様に後継者不足の
問題を抱えている。絞りの組合である愛知県絞工業組合においては、近年絞り技術の後継者育
成事業を実施しており、平成３０年10月段階で７８名が受講し、５年以上の経験を積み絞り職
人として従事している者も２９名輩出しており、一定の成果を上げている。しかし、現在、伝
統工芸士の高齢化も進んでおり、絞り産業が今後も持続可能な体制を維持していくには、さら
なる後継者育成を進めなければならない。そこで、日本遺産認定を機に、毎年１５名づつ受講
者を受け入れ、様々なカリキュラムを実施することで、後継者育成を図る。
７８名＋（１５名×６年）＝１６８名の受講者を受け入れる事を目標とする。

目標値： 平成 30 36年度 78 名 ⇒ 平成 年度 168 名

具体的な指標：

観光客入込み数

地域の文化に誇りを感じる住民の割合

日本遺産への協力者数

関連事業：

別紙②
 　事業④「有松絞りの後継者育成事業」
別紙③
   事業⑫「国際絞り会議」

具体的な指標：
住民意向調査（町並み保存地区における３つの地域資源（絞り産業、町並み、山車まつり）の
「地域の誇り」評価の「強く感じる」「やや感じる」の割合）

目標値：

関連事業：

別紙②
 　事業①「有松の今後のまちづくりのための調査研究」
　 事業③「日本遺産ホームページ、動画の作成（多言語化、モバイル対応）
　 事業⑤「日本遺産ガイダンス施設の新設、既存施設の改修」
   事業⑥「案内表示等の設置」
別紙③
   事業③「有松地区の観光魅力向上事業」
   事業④「有松商店会歳末セール、秋季大祭すもう大会」
   事業⑥「有松・鳴海絞会館の運営」
   事業⑦「ガイドボランティアによるガイドツアーの実施」
   事業⑧「観光案内所の運営」
   事業⑨「有松山車会館の運営」
   事業⑩「有松絞りまつり」
   事業⑪「晩秋の有松を楽しむ会」　など

関連事業：

別紙②
 　事業②「日本遺産記念各種ＰＲ行事の実施」
別紙③
   事業①「名古屋市伝統的建造物群保存地区保存事業」
   事業②「名古屋市町並み保存事業（有松地区）」
　 事業⑤「有松天満社の元旦祭、左義長、春季大祭、秋季大祭」

日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化

計画評価指標：

平成 28

様式４（別紙①）様式４（別紙①）



年度 ～ 平成 32 年度

有松・鳴海絞会館の入場者数

事業②： 日本遺産記念各種ＰＲ行事の実施

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 31

人人 ⇒ 平成 36 年度 204,000目標値： 平成 29 年度 176,495

事業①：

31 年度

有松の今後のまちづくりのための調査研究

事業概要：

事業期間： 平成

事業費：

33 年度

有松の今後のまちづくりの参考とするため、住民調査、マーケティング調査、各種史料の収集調
査、空き家活用の方策、インバウンド観光の研究等を行い、その結果を有松のまちづくり活動に
活用する。大学等の各種団体機関とも共同して、有松のまちづくりのあり方について研究調査を
実施し、有松の魅力を増進する。

調査研究

 （６）日本遺産魅力発信推進事業

事業区分： ～ 平成

平成31年度： 6,000千円 平成32年度： 6,000千円

具体的な指標：

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 32 年度 ～ 平成 33

具体的な指標： 愛知県絞工業組合の絞りの技法の養成講座の累計受講者数

目標値： 平成 30 年度 78 名 ⇒ 平成 36 年度 168 名

事業概要：
市民、子どもを対象として、絞りをテーマにした地域学習を実施し、絞りに親しんでもらう。
絞りを学ぶ人の支援体制を整え、発表の場などを提供し、後継者育成を図る。

36 年度 平均８０．０ ％

事業概要：
（１年目）日本遺産記念シンポジウム開催、ＰＲ用アイテムの作成
（２年目）日本遺産ＰＲイベント開催、ＰＲ用アイテムの作成

具体的な指標：

事業区分：

事業概要：
（２年目）多言語、モバイル対応の日本遺産のホームページを作成
（３年目）有松の特色をＰＲする動画を作成。

具体的な指標： 日本遺産のホームページ閲覧数

目標値： 平成 31 年度 0 アクセス ⇒ 平成 ５万 アクセス

事業費：

事業費：

事業費：

人材育成 事業期間： 平成 31 年度 ～

33 年度

事業④： 有松絞りの後継者育成事業

住民意向調査（町並み保存地区における３つの地域資源（絞り産業、町並み、山車まつり）の
「地域の誇り」評価の「強く感じる」「やや感じる」の割合）

目標値： 平成 28 年度 平均７３．６ ％ ⇒ 平成

事業③： 日本遺産ホームページ、動画の作成（多言語化、モバイル対応）

平成31年度： 5,000千円 平成32年度： 5,000千円 平成33年度： 5,000千円

平成33年度： 6,000千円

平成31年度： 8,000千円 平成32年度： 5,000千円 平成33年度： 0千円

平成31年度： 0千円 平成32年度： 6,000千円 平成33年度： 4,000千円

平成 33 年度

年度

様式４（別紙②）様式４（別紙②）



具体的な指標： 有松・鳴海絞会館の入場者数

目標値： 平成 29 年度 176,495 人 ⇒ 平成 36 年度 204,000 人

事業費： 平成31年度： 0千円 平成32年度： 0千円 平成33年度： 3,000千円

事業概要：
有松地区内でどのような案内表示が望ましいか、仕様、設置場所を検討した上で、有松の町並み
に調和した案内表示を設置

事業⑥： 案内表示等の設置

事業区分： 公開活用のための整備 事業期間： 平成 33 年度 ～ 平成 33 年度

具体的な指標： 有松・鳴海絞会館の入場者数

目標値： 平成 29 年度 176,495 人 ⇒ 平成 36 年度 204,000 人

事業費： 平成31年度： 4,000千円 平成32年度： 15,000千円 平成33年度： 10,000千円

事業概要：
（１年目）施設の展示改装、景観向上のための環境整備、ガイダンス施設整備方針検討
（２年目）ガイダンス施設整備（新設・既存）
（３年目）駐車場、トイレ等整備

事業⑤： 日本遺産ガイダンス施設の新設、既存施設の改装

事業区分： 公開活用のための整備 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度



29

名古屋市有松伝統的建造物群保存地区内の建造物を修理・修景する者に補助を行う。

事業概要： 伝建地区を除く町並み保存地区の建造物の外観を修理・修景する者等に補助を行う。

36 年度

36 年度

実施主体： 事業期間： 平成

名古屋市

 （７）その他事業

事業①： 名古屋市伝統的建造物群保存地区保存事業

事業期間： 平成 31 年度

事業③： 有松地区の観光魅力向上事業

事業②： 名古屋市町並み保存事業（有松地区）

～ 平成 36 年度実施主体： 名古屋市（文化庁補助事業）

名古屋市 31 年度 ～ 平成

事業概要：

31 年度 ～ 平成 36 年度実施主体： 事業期間： 平成有松商店会

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要： 歳末セールや秋季大祭すもう大会を開催。

事業⑤： 有松天満社の元旦祭、左義長、春季大祭、秋季大祭（山車まつり）

実施主体： 事業期間： 平成有松天満社文嶺講

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要： 有松の氏神さまである有松天満社の様々な年中行事を実施運営。

事業⑥： 有松・鳴海絞会館の運営

実施主体： 事業期間： 平成有松絞商工協同組合

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要：
貴重な絞りの資料展示や有松絞りの歴史・文化の紹介を行う会館の運営。絞り製品の販売も行
う。

事業⑦： ガイドボランティアによるガイドツアーの実施

実施主体： 事業期間： 平成有松あないびとの会

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要： 予約制町並み案内、絞りまつり等における無料町並みツアーの実施。

事業⑧： 観光案内所の運営

実施主体： 事業期間： 平成ＮＰＯ法人コンソーシアム有松

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要： 観光案内所での案内業務、各種催しの実施。

事業⑨： 有松山車会館の運営

実施主体： 事業期間： 平成有松山車会館運営協議会

事業概要： 有松の東海道一帯を会場として、毎年６月の第１土・日曜日に開催する有松最大のまつり。

31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要： 名古屋市の文化財である山車３輌を毎年入替で展示する。

事業⑩： 有松絞りまつり

実施主体： 事業期間： 平成有松絞りまつり実行委員会

事業概要： 地域団体の活動支援や民間事業者との連携による観光魅力の向上を通じ、観光地化を図る。

事業④： 有松商店会歳末セール、秋季大祭すもう大会

事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成実施主体：

事業⑪： 晩秋の有松を楽しむ会

実施主体： 晩秋の有松を楽しむ会実行委員会 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 36 年度

事業概要：
世界を代表する絞りの産地である有松絞りの情報を世界に向けて発信。世界各国の絞り関係者が
意見交換を行う国際会議。

事業概要： 有松の東海道一帯を会場として、毎年１１月上旬の土・日曜日に開催するイベント。

事業⑫： 国際絞り会議

実施主体： ワールド絞りネットワーク 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 36 年度

様式４（別紙③）様式４（別紙③）


